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開設の⽬的・概要　等

本講座の代表者である⼩松を中⼼とする研究グループは、2010年より10年以上もの歳⽉をかけて⽇本全国より⾻髄増殖性腫瘍（MPN）の臨床検体と，それに紐づく臨床情報を収集してきた。これに
加え，MPNの発症メカニズムを明らかにした世界をリードする基礎研究成果(Blood 2016, Leukemia 2019, Leukemia 2020など)、MPN診療に必要な遺伝⼦検査⼿法の開発や遺伝⼦マーカーの
同定（Cancer Sci 2020, PLoS One 2014, Leuk Res 2011など）により明らかとなった遺伝⼦変異情報を統合し、世界最⼤規模のMPNデータベースを構築してきた。本講座は，このデータベース
の情報をさらに拡充させるとともに，これを最⼤限活⽤したMPNに対する薬剤の治療効果の検討，治療戦略の開発を⽬的として設置された。
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